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本研究は、本学保健医療学部作業療法学科の精神障害関連授業にて行われている問題基盤型学習






























































































・  2012 年度及び 2013 年度の「精神障害評価学・同
演習」全履修者






















計 15 項目については、項目ごとに 4 件法（例：で
きた―ほぼできた―あまりできなかった―できな



























　対象者 60 名、回答者 60 名、回収率 100%
・ 2013 年度　精神障害治療学
　対象者 67 名、回答者 54 名、回収率 81%
・ 2013 年度　精神障害評価学
PBL（問題基盤型学習）自己評価アンケート項目
1 . PBL の意義を納得していますか ?
2 . グループワークの中で、言いたいことを発言できましたか ?
3 .  グループワークの中で、他者の発言を十分に聞くことができ
ましたか ?
4 . 学習課題を明確にできましたか ?
5 . 学習課題を納得いくまで調べられましたか ?
6 .  学習課題を納得いくまで調べられなかった理由は何でした
か ?
7 . 学習課題を他の人に教えることができましたか ?
8 .  学習課題を他の人に教えることができなかった理由は何でし
たか ?
9 . チューターの存在は役に立ちましたか ?
10. 総合的に PBL の授業に満足しましたか ?
11. 講義による授業と比べて、自己学習時間は、









対象者 63 名、回答者 50 名、回収率 79%
・ 2016 年度　精神障害治療学











目 3）ことに 93. 7%の肯定的な回答がみられた。自








確化（項目 4）/ 課題を他者に教える（項目 7）/ 自
己学習時間（項目 11）/ 図書館やネットの利用（項











（項目 12）は、1 日あたり 30 分を目安とした“週に
3 時間程度”との回答が 51. 3%であり、最も多かった。
ほとんど自己学習しなかったという回答も、6. 9%
みられた。















きた /ほぼできたという回答も約 8 割にみられた。 

























































































































































































































































































課題の平均自己学習時間が週に 3 時間（1 日あた
り 30 分）との回答が約半数にみられた。他の授業































































































成 24 年 8 月 28 日
精神障害評価学・同演習　授業資料 2013
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精神障害評価学・同演習　授業資料 2015
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